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令和２年度 津市立北立誠小学校 校内研究 

１ 研究主題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究主題設定の理由 

～これまでの研究の経過～ 

 本校では，本年度，国語科を中心とした授業研究の３年次を迎える。 

これまでに「対話を通して，自分の考えを広げ深め，表現できる子どもの育成」を研修主題に定め，

三重大学教育学部国語教育 守田庸一教授にご助言をいただきながら，物語教材を中心とした事前研・

事後研修を行ってきた。   

 昨今の教育会では，「論理的思考力」の伸長が問われているが，例えば「論理」とは「順序・対比・

類比・分類・類推・帰納・演繹・因果・仮定・推理」といったものが挙げられるだろう。多岐にわたる

「論理」ではあるが，本校研修の助言者 守田教授は「論理とは関係性を見い出すものである」と分か

りやすく定義づけている。それを踏まえ，２年次の研究から，全国学力・学習状況調査より分析された

本校児童の弱み（２０１８年度研究紀要ｐ９６より引用 下記参照「国語の強みと課題」）をもとにし

め ざ す 学 校 像 

「やる気いっぱい やさしさいっぱい 夢いっぱい」の学校 

重 点 目 標 

（１）「学びの十か条」による学習指導と生徒指導の充実 

（２）「授業づくり十か条」による授業の質の向上 

（３）仲間を大切にする心を育てる教育と一人ひとりを大切にする教育の充実 

（４）保護者・地域に開かれた特色ある学校・安心安全な学校づくりの充実 

（５）教職員が子どもの教育のために力を発揮します 

研 究 主 題 

対話を通して，自分の考えを広げ深め，表現できる子どもの育成 

～見つめ直した考えを共有し合える国語科の授業を通して～ 

研 究 の 視 点 

（１）国語科において，次のような授業を目指す。 

   ・国語の基礎基本を身につけ，論理的思考力を高める授業 

・子どもたち一人ひとりが，対話を通して深く学べる授業 

・自分の考えを整理して，友だちに分かりやすく説明する授業 

・友だちの考えを聞いて，自分の考えを深めたり広げたりし，主体的で対話的な深い学び

につながる「学び合い」の場を生かした授業 

（２）特別支援教育の観点も取り入れ，分かる授業を進め，基礎学力の基盤を作る。 

（３）三重大学や地域と積極的に連携した教育活動を展開することにより，子どもたちの興味・

関心を高め，豊かなコミュニケーション力を養う。 
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て，子どもたちに文と文や場面と場面を「対比・類比」させて「何が同じで，何が違うか。」といった

ことを尋ねる，「比較する」問いを中心とした発問を毎時に組み込み，子どもたちの「論理的思考力」

を伸長させるべく研修に励んできた。また，令和元年度の全国学力・学習状況調査より分析された本校

児童の強みと見えてきた課題は下記の通りであり，目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確にし，

まとめて書くことや，相手に自分の伝えたいことを論立てて，分かりやすく表現する力に課題が残って

いた。 

 

令和元年度「全国学力・学習状況調査」の自校採点結果から 

 〈国語の強みと課題について〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～今年度の研究主題～ 

 本年度より新しくなった新指導要領には，各教科で育むべき力が明示化されている。国語科の目標

としては「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力，人間性等」といった３つの

柱が示された。光村図書の教科書でも，「構造と内容の把握 → 精査・解釈 → 考えの形成 → 共

有」といった「『読むこと』の学習過程」が重んじられながら，新教材が取り入れられたり，単元が入

れ替えられたりしている。 

このような背景を踏まえた上で，本校児童の強み・弱みを踏まえると，特に「思考力」および「学び

に向かう力」に注力せねばならないと考えた。そのため，「対話を通して，自分の考えを広げ深

め，表現できる子どもの育成～見つめ直した考えを共有し合える国語科の授業を通して～」を

３年次の研修主題に掲げ，前年度末に共通理解を図った下図の単元デザイン案・授

業デザイン案をもとに「比較する」ことに重きを置きながら，一人ひとりの子ども

たちが自分の考えを見つめ直せるように研修を進め，互いの考えを「共有」するには，「ど

のような単元のめあてを組み，その物語が伝えようとしている核心（作品の心）を読み深めさせるのか」

「どのような形式で対話するのか」について３年次計画のまとめとしての研修を行いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

見えてきた課題  

・目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確に

し，まとめて書くことに課題が残る。 

・相手に表現する力に課題がある。 

 

本校児童の強み 

・無回答率が低い。 

・選択式の問題に強い。 

・書く力の高まりが見られる。 

・接続語を適切に用いて，文と文との意味のつな

がりを考えながら書くことができる。 

・話し手の意図を捉えながら聞き，自身の考えを

まとめて書くことができる。 
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参考資料）単元デザイン・授業デザイン モデル 

      

 

 

 

 


